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安全な使用のために 
 

 

このマニュアルの取り扱いについて 

 

 このマニュアルには，当製品を安全にご使用いただくための重要な情報が記載されています．当製

品をご使用になる前に，このマニュアルを熟読してください．特に，このマニュアルに記載されてい

る『安全上の注意事項』をよく読み，理解された上で当製品をご使用ください．また，このマニュア

ルは，当製品の使用中，いつでも参照できるように大切に保管してください． 

 

 富士通は，お客様の生命，身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために細心の

注意を払っております．当製品をご使用する際は，本マニュアルの説明に従ってください． 
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は じ め に 
 

 VSP2910H プリンタ装置は，グローバルサーバ，ビジネスサーバ(PRIMERGY6000, SPARC Enterprise, 

PRIMEPOWER, 富士通 S series)に加え Windows アプリケーションから印刷することが可能な

VSP(Virtual System Printer)の卓上型の多目的インパクトプリンタです． 

 本書は，本装置を使用するシステム設計者およびオペレータの手引きにすることを目的として解説

したものです． 

 本書の内容についてよくご理解いただいた上でご使用ください．特に，オペレータの方は「第 3 章 

操作説明」をご一読の上ご使用ください． 

 

2016 年 7 月 

 

警告表示について 

 

 本書では，お客様の身体や財産に損害を与えないよう，以下の警告表示をしています． 

 

警告
 

 

 「 警告」は，正しくご使用にならない場合，死亡する，または重傷を負うことがあり得ることを

示しています． 

 

注意
 

 

 「 注意」は，正しくご使用にならない場合，軽傷，または中程度の傷害を負うことがあり得るこ

とと，当該製品自身またはその他の使用者などの財産に，損害が生じる危険性があることを示してい

ます． 

 

 

 

 

 

 

 



ii 

ハイセイフティ用途について 

本製品のハイセイフティ用途での使用について 

 

 本製品は，一般事務用，パーソナル用，家庭用，通常の産業などの一般的用途を想定し

て設計・製造されているものであり，原子力施設における核反応制御，航空機自動飛行制

御，航空交通管制，大量輸送システムにおける運行制御，生命維持のための医療用機器，

兵器システムにおけるミサイル発射制御など，極めて高度な安全性が要求され，仮に当該

安全性が確保されない場合，直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（以下「ハ

イセイフティ用途」という）に使用されるよう設計・製造されたものではございません．

お客様は，当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく，本製

品を使用しないでください．ハイセイフティ用途に使用される場合は，弊社の担当営業ま

でご相談ください． 

電波障害の防止 

 

 この装置は，情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A

情報技術装置です．この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがありま

す．この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります．  

事業系の使用済製品の引取りとリサイクルについてのお願い 

 

● この製品の所有者が事業主の場合には，使用済後に廃棄される製品は産業廃棄物扱い

となり，廃棄する際にはマニフェスト伝票（産業廃棄物管理表）の発行が必要となり

ます． 

● 弊社では 1998 年より，法人のお客様から排出される弊社製品を「富士通リサイクルシ

ステム」（有料）にて回収，リサイクルし，資源の有効利用に取り組んでいます．製品

所有者が弊社に廃棄を依頼される場合には以下の Web サイトをご覧ください． 

http://eco.fujitsu.com/jp/「富士通リサイクルシステム」 

お 願 い 

 

● 本書を無断で他に転載しないようお願いします． 

● 本書は予告なしに変更されることがあります． 

 

 Microsoft，Windows，MS-DOS，Windows Server は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその

他の国における登録商標または商標です． 

 

● 本文中の略語について 

 本文中では，Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版および Microsoft Windows 2000 

Server 日本語版を Windows 2000，Microsoft Windows XP Professional/Home Edition 日本語版を

Windows XP，Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Enterprise Edition 日本語版を

Server 2003，Microsoft Windows XP Professional x64 Edition 日本語版を Windows XP x64，

Microsoft Windows Server 2003 Standard x64 Edition/Enterprise x64 Edition 日本語版を Server 

2003 x64，Microsoft Windows Server 2003 Enterprise for Itanium-based Systems 日本語版を

Server 2003 IA64, Microsoft Windows Vista Enterprise/Ultimate/Business 日本語版を Windows 

Vista と表記しています． Server 2003 x64 と Windows XP x64 を同時に示す場合は Server 2003/XP x64

と表記しています． 

 

All Rights Reserved,Copyright© 富士通株式会社 2008-2016 
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第 2 章 準 備 

26 

2.2 製品の確認 

 

 プリンタ装置の梱包箱を開けると，以下に示す納品物が収納されています．すべてそろっているか

どうかお確かめください． 

 万一欠品，損傷がありましたら，恐れ入りますが，販売員または保守員にお問い合わせください． 

 

 

 

 

 

 

1. プリンタ本体（1台）  2. リボンカセット（1個）  3. ホッパ（1個）   

 

4. スタッカ（1 個） 5. フロントカバー

（1 個）

6. 電源ケーブル

（1 本）  

 

 

 

 

 

 

7. CD-ROM（2枚）  8. 取扱説明書 

(CD-ROM 1枚) 

（本書のことです） 

 9. 保証書 

  

















































































第 3 章 操作説明 
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セットアップ印刷 印刷結果例 

 

 

注）印刷形式は，実際の印字と異なる場合があります． 

図 3.2 現在の設定情報 

位置互換モード ：オン 
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第 6章 用紙仕様および帳票設計 

 本章では，各種用紙の規格および用紙の取り扱い上の注意について説明します． 

 記載されていない用紙の使用は，プリンタ装置の故障の原因となりますので使用しないでください． 

 

6.1 連帳用紙 

  
仕 様・規 格 

 
注    意 

 

寸 

法 

 

  

 
■縦ミシン目は，左側のみ，右側のみ，又

は左右両側のいずれでもかまいません．

■用紙折り畳み長(山折り谷折りの間隔) 

は 4インチ以上としてください. 

紙 

質 

 
(a) 原紙 

情報処理用プリンタに用いる原紙として市販

の上質紙 

(b) 複写用紙 
感圧紙，裏カーボン紙 

 
■市販されている上質紙は JIS X6195に準

じます． 

■中カーボン紙は使用しないでください．

■裏面は白色（反射率 60％以上）のもの
をご使用ください． 

 

用 

紙 

連 

量 

 

（kg／連）連量

枚数

構成内容 1P 2P 3P 4P 5P 6P 7P 8P 9P

1枚目 45～110 43～55 43～55 43 43 43 43 43 43

2枚目 34～55 30～43 30 34 30 34 30 34 30 34 30 34 30 34

3枚目 43 30 34 30 34 30 34 30 34 30 34 30 34

4枚目 43 30 34 30 34 30 34 30 34 30 34

5枚目 43 30 34 30 34 30 34 30 34

6枚目 43 30 34 30 34 30 34

7枚目 43 30 34 30 34

8枚目 43 30 34

9枚目 43

用紙厚合計 0.4 mm 以下 0.6mm 以下（高複写モード時） 規格外
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安 全 デ ー タ シ ー ト 

 

 

                会社名  ： 富士通株式会社 

               問い合わせ先 

                会社名  ： 富士通コワーコ株式会社 

                  住所   ： 〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜２－５－１５ 

                  担当部門 ： ０４５－４７９－０１４０ 

                  電話番号 ： ０４５－４７９－０１４１ 

                  ＦＡＸ番号：  

       作成・改訂： ２０１６年２月１０日 

 整理番号 TR15-M004 

 

【製品名】 リボンカセットＭＰＰ６ サブカセットＭＰＰ６（ﾘﾎﾞﾝ・ﾘﾎﾞﾝｶｰﾄﾘｯｼﾞ・ﾘﾎﾞﾝｶｾｯﾄ） 

 

１．危険有害性の要約 
  GHS 分類：本製品は、GHS 分類基準上、危険有害性のある混合物には分類されない。 

 

２．組成及び成分情報 
  化学物質・混合物の区別  ： 混合物（リボンにインクを含浸させている） 

  成分および含有量 

化 学 名 含有量（重量％） 官報公示整理番号 

（化審法/安衛法） 

CAS Registry 

No. 

顔料 ＜35 非開示 非開示 

色材 ＜10 非開示 非開示 

脂肪酸 ＜35 非開示 非開示 

エステル油 ＜35 非開示 非開示 

  国連分類：該当せず   国連番号：該当せず 

 

３．応急措置 
  吸入した場合      ： 該当しない。 

  皮膚に付着した場合   ： 石鹸を使って水でよく洗い流す。 

  目に入った場合     ： 15 分以上多量の水で洗い流した後、医師の診察を受ける。 

  飲み込んだ場合     ： 水でよく口の中をすすぐ。直ちに医師の手当てを受ける。 

 

４．火災時の措置 
  消火剤         ： 噴霧水、泡、粉末消火剤、二酸化炭素。 

                ただし、機械内で燃焼した際には、電気製品における火災と同様の方法で 

                消火する。 

  使ってはならない消化剤 ： 情報なし。 

  特有の消火方法     ： 供給源を遮断し、消火剤を使用して消火する。 

  消火を行う者の保護   ： 情報なし。 

 

５．漏出時の措置 
  人体に対する注意事項、保護具及び ： 保護具は特に必要ない。 



  緊急時措置 

環境に対する注意事項     ： 情報なし。 

封じ込め及び浄化の方法・機材 ： インキで汚れた場合は紙や布を使用して拭き取る。 

 

６．取扱い及び保管上の注意 
  取扱い 

技術的対策          ： 火中に絶対投じない。カートリッジをこわしたり、分解したりしない。 

局所排気・全体換気      ： 当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。 

注意事項           ： 情報なし。 

安全取り扱い注意事項     ： 情報なし。 

  保管 

適切な保管条件        ： 火から遠ざけ換気のよい冷暗所に保管する。幼児の手の届くところに 

                   保管しない。 

 

７．ばく露防止及び保護措置 
  設備対策            当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。 

  許容濃度           ： 設定されていない。 

 

  保護具             当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。必要に応じて手袋を着用。 

  適切な衛生対策        ： 情報なし。 

 

８．物理的及び化学的性質 
  外観 

  物理的形状 

      形状               ： 黒色インク 

      色                ： 黒色 

      臭い               ： 微臭 

      ｐＨ               ： データなし。 

      融点／凝固点           ： データなし。 

      沸点、初留点と沸騰範囲      ： データなし。 

      引火点              ： データなし。 

      自然発火温度           ： データなし。 

      燃焼又は爆発範囲の上限／下限   ： 爆発限界 データなし 

      蒸気圧              ： データなし。 

      蒸気密度             ： データなし。 

      比重（相対密度）         ： 約 1.0（インク）。 

      溶解性              ： 難溶（水）。 

      オクタノール／水分配係数     ： データなし 

      分解温度             ： データなし 

      粘度（25℃）           ： データなし。 

      燃焼性              ： データなし。 

      重合の危険有害性         ： データなし。 

 

９．安定性及び反応性 
  安定性／反応性        ： 常温以下では安定。 



  危険有害反応可能性      ： データなし 

  避けるべき条件        ： 特になし。 

  混触危険物質         ： データなし 

  危険有害な分解生成物     ： データなし 

 

10．有害性情報 
  急性毒性（50%致死量） 

 経口→LD50（ラット）        ： ＞2000mg/kg（実質上無毒） 

      経皮→LD50（－）          ： データなし 

      吸入→LC50（－）           ： データなし 

  皮膚刺激性                  ： 刺激性なし 

  皮膚腐食性                  ： 腐食性なし 

  眼に対する重篤な損傷／刺激性         ： 刺激性なし 

  呼吸器感作成／皮膚感作性（モルモット）    ： データなし 

  生殖細胞変異原性（変異原性）        ： AMES 試験 陰性 

  発がん性                   ： データなし 

  生殖毒性                   ： 処方成分として生殖毒性及び発生毒性物質文献 2を 

                           含有せず。 

  特定標的臓器毒性（単回曝露）         ： データなし 

  特定標的臓器毒性（反復曝露）         ： データなし 

  吸引性呼吸器有害性              ： データなし 

  その他                    ： データなし 

  *1 類似物の試験結果からの予測 

 

11．環境影響情報 
  生態毒性 

  急性毒性      魚類 96 時間 LC50（ヒメダカ）      ： データなし 

            ミジンコ類 48 時間 EC50（オオミジンコ） ： データなし 

            藻類 72 時間 EC50（ムレミカズキモ）   ： データなし 

  残留性／分解性                        ： データなし 

  生態蓄積性                          ： データなし 

  土壌中の移動性                        ： データなし 

  他の有害影響                         ： データなし 

  *1 類似物の試験結果からの予測。 

 

12．廃棄上の注意 
  廃棄する場合は、「廃棄の処理及び清掃に関する法律」の一般廃棄物、またその地域の条例などに準拠した方法 

  で処理してください。 

 

13．輸送上の注意 
  国際規則         ： 非該当 

  国連分類         ： 非該当 

  国内規制         ： 非該当 

 

 



 

14．適用法令 
  インクを含浸したリボンとして、適用法令なし。（対象法令：PRTR 法第一種指定化学物質*1、労安法第五七条 

  の二通知対象物*2、消防法、毒劇法*3、化審法*4） 

  以下にインクとしての適用法令を記載する。 

  ＰＲＴＲ法第一種指定化学物質*1      ： 非該当 

  労安法第五七条の二通知対象物*2      ： 銅及びその化合物、鉱油 

  消防法                  ： 危険物・第四類・第四石油類 

  *1 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律 

  *2 労働安全衛生法 *3 毒物及び劇物取締法 *4 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 

 

15．その他の情報 
  本製品安全データシートは現時点で入手できた情報に基づいて作成しておりますが、構成成分やデータ・評価 

  内容を保証するものではありません。危険・有害性の評価は必ずしも充分ではないので、取り扱いには十分ご 

  注意ください。また、内容を当社の許可なく一方的に改定・使用され、何らかの事故が発生した場合は、当社 

  はその責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

引用文献 
文献１： ◇ IARC Monographs on the Evaluation Carcinogenic Risks to Humans 

（WHO.IARC：国際癌研究機関） 

National Toxicology Program(NTP)Report on Carcinogens（NTP：米国・国家毒性プログラム） 

TLVｓ and BEIs（ACGIH：米国・政府産業衛生専門家会議） 

日本産業衛生学雑誌（日本産業衛生学会） 

物質及び混合物の分類・表示・包装、及び指令 67/548/EEC と 1999/45/EC を改正・廃止、また 

規則（EC）No1907/2006 を改正することに関する規則（EC）No1272/2008（CLP 規則） 

文献 2： ◇ 物質及び混合物の分類・表示・包装、及び指令 67/548/EEC と 1999/45/EC を改正・廃止、また規則 

       （EC）No1907/2006 を改正することに関する規則（EC）No1272/2008（CLP 規則） 
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All Rights Reserved, Copyright© 富士通株式会社 2008-2016 
 

●本書を無断で他に転載しないようにお願いします． 

●本書は，改善のため予告なしに変更されることがあります． 

●本書に記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権，

その他の権利，損害については，当社はその責を負いません． 

●落丁，乱丁本は，お取り替えいたします． 
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